
図-1．事業及び工事概要 

写真-1．透水試験装置 

仁淀川新居地区における漏水対策矢板について 

 

四国地方整備局 高知河川国道事務所 工務第一課 仲田 隆宏   

 

１、はじめに 

波介川河口導流事業は、現在の波介川の合流点を仁淀川の河口まで下げ、洪

水時には水位の高くなる仁淀川からの逆流の影響を除き、波介川の洪水を安全

に仁淀川河口まで流下させ、洪

水の被害を軽減させるものであ

る。平成 16 年 2 月に地元の「新

居を守る会」との工事着工同意

を得て、これから本格的に工事

着手していく事業である。今回

の工事は、透水矢板を用いた漏

水対策工事（L=240m）を実施し

たものである。なお、透水矢板

とは、矢板に孔を 1m ピッチに開

けたもので、洪水時には基盤漏

水を防ぎ、かつ平常時には地下

水の通水を妨げないものである。 

 

２、新居地区の現状と課題 

今回施工した新居地区は、水田やハウス栽培等の優良な農地が広がっている

が、その反面、透水性の高い砂礫層が広く分布しており、洪水時には堤内側で

漏水をたびたび引き起こしている。また、河口域に位置しており、地下水の塩

水化が進んでいる。そこで求められる矢板の機能は、①漏水対策として堤体の

安定確保と基盤漏水の抑止、②平常時の地下水の流れを確保することにより、

塩水化の進行を防止するという、相反する面を満足させることである。そこで、

矢板に孔を開けることにより、その二つの機能を確保できると考え、室内試験

及び現場試験において、開孔率（孔の大きさ、数）を決定した。なお、開孔率

とは、全面積に対する開孔部（孔）の面積の比である。 

 

３、室内試験 

開孔部の通水能を調べて解析に反映させ

るために、開孔率 0.2，0.5，1.0，1.5%に

ついて室内透水試験を実施した。その結果

を浸透流解析し、漏水に対する安全率を満
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　工事概要
　　　・工事延長　L=240m
　　　・矢板打設　長さ16.5m～18.5m　ⅢW型　403枚
　　　・遮水シート工　240m
　　　・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ笠ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ　240m



図-4．矢板の透水係数と揚水量の関係 
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図-2．試験ヤード配置及び地質断面図 

図-3．揚水試験時の水位低下量 

足させる透水矢板の透水係数を逆算すると

k=4.0×10-3cm/sec となり、その時の開孔率

は 0.2%程度となる。なお、使用した解析は、

有限要素法による断面二次元非定常浸透流

解析（GW-USAF/W）である。 

 

４、現場試験 

室内試験の結果から 0.2%の

開孔率の矢板（φ40mm＠1m）

を用いて、図-2 に示すように

3 ケースのヤードにおいて、そ

れぞれに揚水井戸と矢板の内

外に水位観測孔を設けた。そ

して、①透水係数を求めるた

めの揚水試験，②平常時の通

水を確認するための地下水

位観測，③塩水化の関係を

把握するための塩素イオン

濃度観測を実施した。 

 

４．１、揚水試験結果 

図-3 に示すとおり、止水

矢板のヤードにおいて最も

観測孔の内外水位の差が大

きく、次に透水矢板、そし

て矢板なしでは、その差は

ほとんど見られない。これ

は止水矢板については、四方

が止水矢板により囲まれてい

るため、地下水の供給が底面

からのみであるのに対し、透

水矢板では底面だけでなく、

側方部の孔を通しての地下水

の供給もあるためである。こ

れは止水矢板で囲まれた範囲

を井戸とみなしたとき、井戸

底からの揚水量と水位低下

量 の 関 係 が 井 戸 式 Q ＝



表-1．透水矢板の漏水対策検討結果 
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図-6．塩素イオン濃度分布図 

図-5．平常時の水位変動状況 

4kr0(H－h0)と一致することからも検証出来る。透水矢板の透水係数は浸透流解

析で、透水矢板の透水係数を種々変更した軸対象モデルを用いたシミュレーシ

ョンを行い、その結果は、図-4 に示すような関係が得られた。この関係から、

現場での実際の揚水量であ

る 0.03m3/min の時の透水係

数を求めれば、それが透水矢

板の透水係数であり、その値

は k（ t=14cm） =3.0×10-5cm/sec

となる。この値を用いて漏水

に対する透水矢板の効果検討

したところ表-1 のとおりとな

り、止水矢板と同様に漏水対

策効果あることが確認された。 

 

４．２、地下水位観測（平常時の地下水の通水確保） 

図-5 に示すとおり、地下水

の変動は河川水位の潮位変動

より、幾分遅れて変動し、そ

の振幅は河川水位と比較して

小さい。地下水位の変動につ

いては、透水矢板、止水矢板、

矢板なしヤード、及び堤内地

下水位を比較しても差異はみ

られないことから、通常時の

地下水の通水については影響

がないと考えられる。 

 

４．３、塩素イオン濃度（塩水化の現状維持） 

図-6 に示すとおり、止水矢板で

は、下層部の塩素イオン濃度の高

い地下水のみが底面から入ってく

るため、塩素イオン濃度が高くな

る傾向を示す。また一旦、高濃度

の地下水が入ると、上層部の塩素

イオン濃度の低い地下水が入って

こないため、塩素イオンが蓄積さ

れる一方になり、塩水化が進むこ

とが懸念される。それに対し、透水矢板
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図-7．開孔率と透水係数の関係 

図-8．透水矢板と土の透水係数との比較 

については下層部の塩素イオン濃度の高い地下水を遮断しつつ、上層部の塩素

イオン濃度の低い地下水が孔を通って入ってくるため、それが混合することに

より、塩素イオン濃度が低下するという希釈効果があると考えられる。 

 

５、透水矢板の効果範囲 

現場試験及び室内実験

をモデル化した浸透流解

析の結果より、開孔率と

透水矢板の透水係数の関

係を図-7 に示す。開孔率

1%の場合の透水矢板の透

水係数は 10-3cm/sec のオ

ーダーにあり、砂（細砂）

の透水係数に近い値とな

る。また開孔率を 0.1%と

し た 場 合 は 、 k=4.2 ×

10-5cm/sec であり、シルト

相当の透水係数とほぼ等

しい値となる。したがっ

て、透水矢板の漏水対策

工としての効果を期待す

る場合は、開孔率を 0.1%

～1.0%と設定とすると透

水矢板の透水係数は、

10-4cm/sec の程度となる

ので透水矢板としての機

能が期待できる。さらに

透水矢板の汎用性の面から評価すると 0.2%～0.5%の範囲で開孔率を設定すれば

より確実に効果を発揮すると考えられる。 

 

６、終わりに 

以上のことから、矢板にある一定の開孔率の孔を開けることにより、洪水時

には漏水対策効果を発揮し、かつ平常時には地下水の通水を確保するという、

相反する目的を満足させることが出来たと考えられる。この方法は今までに例

のないことで現在、特許を申請して審査請求中である。今後、地下水観測等の

モニタリングを経年的に実施し、透水性矢板の効果の検証を行う予定である。

最後に、実験、解析方法及び特許申請について、ご指導頂いた独立行政法人土

木研究所の三木総括研究官をはじめとする多くの方々に深く感謝致します。 
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